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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
新
た
な
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
発
症
者
数
の
増
加
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
、
二
及
び
八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
厚
生
労
働
省
エ
イ
ズ
動
向
委
員
会
の
「
平
成
二
十
二
年
エ
イ
ズ
発
生
動
向
年
報
」
（
以
下
「
年
報
」
と
い
う
。
）

に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
二
年
に
お
け
る
新
た
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
及
び
新
た
な
エ
イ
ズ
患
者
の
報
告
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
千
七
十

五
件
及
び
四
百
六
十
九
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
委
員
会
に
よ
る
調
査
が
開
始
さ
れ
た
昭
和
五
十
九
年
以
降
、
新
た
な
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
の
報
告
数
に
つ
い
て
は
過
去
三
番
目
に
多
い
件
数
、
新
た
な
エ
イ
ズ
患
者
の
報
告
数
に
つ
い
て
は
過
去
最
多
の
件

数
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
に
お
け
る
地
方
自
治
体
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
及
び
相
談
の
実
施
件
数
は
、

そ
れ
ぞ
れ
十
三
万
九
百
三
十
件
及
び
十
六
万
四
千
二
百
六
十
四
件
で
あ
り
、
平
成
二
十
年
以
降
、
減
少
し
続
け
て
い
る
。

他
の
先
進
諸
国
と
の
比
較
で
見
た
場
合
、
我
が
国
に
お
け
る
新
た
な
エ
イ
ズ
患
者
の
報
告
数
は
、
他
の
先
進
諸
国
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
施
策
を
一
層
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
に
お
い
て
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、
検
査
・

一



相
談
体
制
の
充
実
、
総
合
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
な
ど
の
施
策
の
推
進
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
約
六
十
億
円
を
計
上

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

年
報
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
二
年
に
お
け
る
新
た
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
報
告
数
は
、
四
十
歳
代
で
は
百
九
十
件
、
六
十
歳

以
上
で
は
五
十
六
件
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
前
年
に
比
べ
て
増
加
し
て
い
る
が
、
新
た
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
全
体
に
占
め
る
四
十

歳
代
及
び
六
十
歳
以
上
の
感
染
者
の
割
合
は
、
こ
こ
十
年
間
に
お
い
て
、
四
十
歳
代
で
は
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
台
か
ら
十
九
パ

ー
セ
ン
ト
台
の
間
で
、
六
十
歳
以
上
で
は
三
パ
ー
セ
ン
ト
台
か
ら
六
パ
ー
セ
ン
ト
台
の
間
で
推
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
専
門
医
師
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
尋
ね
の
医
療
機
関
及
び
専
門
医
師
の

数
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
病
院
に
エ
イ
ズ
治
療
・
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
及
び
エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
高

度
な
医
療
の
提
供
を
行
い
つ
つ
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
お
け
る
エ
イ
ズ
医
療
の
水
準
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
拠
点
病
院
の
医
師

二



等
に
対
す
る
研
修
等
を
行
う
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
と
し
て
、
現
在
、
全
国
十
四
か
所
の
病
院
を
指
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
及
び
エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
総
合
的
な
医
療
の
提
供
等
を
行
う
拠
点
病
院
の
整
備

が
進
め
ら
れ
、
現
在
、
合
計
で
三
百
八
十
か
所
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
五
十
七
か
所
が
、
拠
点
病
院
の
支
援
等
を
行
う

中
核
拠
点
病
院
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
中
核
拠
点
病
院
の
機
能
の
充
実
を
図
り
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
へ
患
者
が
集

中
し
て
い
る
状
況
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
八
十
九
号
。
以
下
「
指
針
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
指
針
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
御
指
摘
の

エ
イ
ズ
予
防
指
針
作
業
班
（
以
下
「
作
業
班
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
指
針
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

七
に
つ
い
て

三



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
数
値
目
標
を
設
定
し
た
上
で
施
策
を
実
施
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
る
こ
と

も
踏
ま
え
、
現
在
、
作
業
班
に
お
い
て
、
数
値
目
標
の
設
定
の
要
否
も
含
め
目
標
設
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

四


